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概況 実質GDP成長率と需要項目別寄与度
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　輸出主導型の台湾経済にとって欧米を中心とした海外

景気の不振に因るダメージは避け難い。

  それでも、第3四半期の実質GDP成長率は前年比1.0％
と前期（同▲0.1％）から改善し、かろうじてプラス成

長に回帰した。輸出は3四半期振りに同+1.8％と小幅な

がら増加に転じ、民間設備投資も前期まで1年間続いた

減少基調に歯止めがかかった。一方、消費は同+0.9％と

前期（同+1.6％）からさらに減速した。その背景とし

て、失業率は9月時点でも4.3％と目立った上昇はしてい

ないものの、人員削減や無給休暇に踏み切る企業が増

え、雇用不安が広がっていることが指摘されている。

　景気低迷を踏まえ、馬英九政権は9月に政策対応を本

格化した。外交分野を中心に、政権2期目に入って初の

大型人事交代に踏み切り、対中、対米の主要ポストに側

近を据え、両国との関係強化を通じて、経済効果を狙

う。また、産業構造改革、輸出市場の拡大など5分野を

対象とする総合経済対策を提起し、景気てこ入れを図る

一方で、景気悪化とインフレに拍車をかけかねない12月
の電力料金引き上げ（第2弾）は延期し、2013年10月に

再検討することとした。

・物価：10月の消費者物価上昇率は台風の影響による

夏場の生鮮食料品価格高騰が収まってきたことから、前

年比2.4％と前月（同3.0%）から低下した。

・雇用：失業率は2012年3月には4.1％とほぼ3年半振り

の低水準に達したが、その後、景気悪化に伴い、小幅上

昇し、7～10月は4.3％で推移している。

・貿易動向：輸出は9月には前年比+10.4％とスマート

フォン関連のエレクトロニクス需要を中心に大きく伸

びたが、翌10月には息切れし、同▲1.9％と再度の減少

となった。

・為替相場：台湾ドルの対ドル相場は6～8月にかけて、

1ドル＝30台湾ドルの安値圏で推移していたが、9月前半

に、米国の金融緩和期待に伴う海外資金の流入により急

騰した。その後も上昇基調を維持し、足元では29台湾ド

ル近辺にある。

・株価：株価は海外資金の流入という押し上げ要因の一

方、来年からのキャピタルゲイン税導入という重石もあ

り、伸び悩んできたが、11月23日、当局が年内に株式市

場支援策を発表するとの方針を示した後、急騰した。
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2008年 2009年 2010年 2011年 2011年Q4 2012年Q1 2012年Q2 2012年Q3

  実質GDP成長率 0.7 ▲ 1.8 10.8 4.1 1.2 0.6 ▲ 0.1 1.0

　工業生産指数 105.9 97.3 123.5 129.7 125.9 122.1 131.7 133.2

　（2006年=100) (▲1.8) (▲8.1) (26.9) (5.0) (▲4.0) (▲4.7) (▲1.4) (1.4)

　消費者物価指数 105.4 104.5 105.5 107.0 107.8 107.4 108.6 110.3

　（2006年=100) (3.5) (▲0.9) (1.0) (1.4) (1.4) (1.3) (1.6) (2.9)

　卸売物価指数 111.9 102.2 107.8 112.4 113.2 112.8 111.7 111.1

　（2006年=100) (5.1) (▲8.7) (5.5) (4.3) (5.0) (2.0) (▲1.1) (▲1.6)

　製造業平均月収(NT$) 43,090 39,118 42,500 43,594 39,574 54,082 39,593 41,672

(▲0.3) (▲9.2) (8.6) (2.6) (0.3) (▲0.5) (1.1) (1.0)

　失業率（季節調整済、％） 4.1 5.9 5.2 4.4 4.3 4.2 4.2 4.3

　輸出 255,629 203,675 274,601 308,299 75,646 70,824 75,971 76,814

  (FOB 百万US$) (3.6) (▲20.3) (34.8) (12.3) (4.5) (▲4.0) (▲5.4) (▲2.2)

　輸入 240,448 174,371 251,236 281,606 66,775 65,165 70,419 68,410

  (CIF 百万US$) (9.7) (▲27.5) (44.1) (12.1) (▲0.9) (▲5.9) (▲5.9) (▲3.2)

  貿易収支(百万US$) 15,181 29,304 23,364 26,694 8,870 5,658 5,552 8,404

  経常収支(百万US$) 27,505 42,923 39,872 41,601 12,298 10,947 10,772 11,644

◎外貨準備(百万US$)(注) 291,707 348,198 382,005 385,547 385,547 393,871 391,235 397,954

◎マネーサプライ 27,750 29,356 30,954 32,452 32,452 32,957 32,853 33,075

   (M2，10億NT$) (7.2) (5.8) (5.4) (4.8) (4.8) (5.1) (4.2) (3.7)

＊CP流通利回り　期間91-180日 1.97 0.29 0.46 0.81 0.91 0.87 0.87 0.85

◎中央銀行再割引率(%) 2.000 1.250 1.625 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875

＊対米ドル為替相場(NT$/US$) 31.534 33.057 31.647 29.469 30.264 29.723 29.658 29.868

＊加重平均株価指数(1966=100) 7,065.1 6,393.4 7,930.6 8,185.7 7,196.6 7,684.2 7,373.4 7,402.4

（注）＊：期中平均値　◎印：期末値、Ｐ：暫定値、カッコ内：前年同期比伸び率。外貨準備は金を含まない。

     貿易統計は、2004年以降は再輸出含む輸出総額　（2004年の伸び率は除く再輸出）

（資料）経済建設委員会「自由中国之工業」、中央銀行「金融統計月報」‘Financial Statistics'等より作成。

1．年、四半期
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2．月次

2011年12月 2012年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

  実質GDP成長率 1.2 0.6 ▲ 0.1 1.0

　工業生産指数 125.6 111.5 119.6 135.1 130.5 135.7 128.9 134.2 135.9 129.4

　（2006年=100) (▲8.1) (▲16.8) (8.4) (▲3.4) (▲1.8) (▲0.2) (▲2.2) (0.1) (1.4) (2.9)

　消費者物価指数 108.0 108.4 106.9 107.0 108.0 108.6 109.3 109.7 110.8 110.4

　（2006年=100) (2.0) (2.4) (0.2) (1.2) (1.4) (1.7) (1.8) (2.5) (3.4) (3.0)

　卸売物価指数 112.7 112.8 112.6 113.0 112.9 111.6 110.4 110.4 111.6 111.3

　（2006年=100) (4.2) (4.4) (1.9) (▲0.2) (▲0.6) (▲0.9) (▲1.7) (▲1.6) (▲0.9) (▲2.4)

　製造業平均月収(NT$) 42,503 83,789 40,010 38,447 38,512 38,883 41,383 40,302 40,340 44,374

(1.1) (7.7) (▲15.1) (0.6) (0.9) (▲2.2) (4.7) (▲3.4) (▲2.2) (8.6)

　失業率（季節調整済、％） 4.2 4.2 4.2 4.1 4.2 4.3 4.2 4.3 4.3 4.3

　輸出 23,946 21,079 23,403 26,342 25,518 26,097 24,356 24,902 24,746 27,166

  (FOB 百万US$) (0.6) (▲16.8) (10.3) (▲3.2) (▲6.6) (▲6.4) (▲3.2) (▲11.5) (▲4.0) (10.4)

　輸入 21,627 20,607 20,571 23,988 24,822 23,823 21,773 23,938 21,381 23,091

  (CIF 百万US$) (▲2.7) (▲12.1) (1.2) (▲5.8) (1.9) (▲10.6) (▲8.5) (▲3.2) (▲7.6) (1.3)

  貿易収支(百万US$) 2,319 472 2,832 2,354 696 2,274 2,583 964 3,365 4,075

  経常収支(百万US$) 12,298 10,947 10,772 11,644

◎外貨準備(百万US$)(注) 385,547 390,304 394,426 393,871 395,072 389,275 391,235 391,108 394,226 397,954

◎マネーサプライ 32,452 32,970 32,887 32,957 32,931 32,813 32,853 32,927 33,166 33,075

   (M2，10億NT$) (4.8) (5.1) (4.9) (5.1) (4.4) (4.6) (4.2) (3.4) (4.3) (3.7)

＊CP流通利回り　期間91-180日 0.84 0.83 0.89 0.88 0.86 0.88 0.88 0.88 0.84 0.84

◎中央銀行再割引率(%) 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875

＊対米ドル為替相場(NT$/US$) 30.272 30.061 29.563 29.546 29.504 29.523 29.948 30.007 29.988 29.608

＊加重平均株価指数(1966=100) 6,969.1 7,176.7 7,855.9 8,020.0 7,620.8 7,356.8 7,142.5 7,187.1 7,409.6 7,610.4

（注）＊：期中平均値　◎印：期末値、Ｐ：暫定値、カッコ内：前年同期比伸び率。外貨準備は金を含まない。

（資料）経済建設委員会「自由中国之工業」、中央銀行「金融統計月報」‘Financial Statistics'等より作成。
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